
去
る
６
月
２
日
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
定
期
総
会
を
開
催
し
、
平
成

27
年
度
の
事
業
報
告

・
決
算
、
28
年
度

の
事
業
計
画

・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

各
種
団
体
と
町
民
各
位
の
協
力
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
管
理
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

福
祉
活
動
、
交
流
活
動
を
企
画

・
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

28
年
度
の
実
施
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
企
画

・
総
務

幹
事
会

・
総
会
を
は
じ
め
と
す
る
会
合

の
開
催
。
各
種
団
体
の
情
報
発
信
と
福

祉
セ
ン
タ
ー
利
用
の
充
実
を
図
り
ま
す

＊
ふ
れ
あ
い
昼
食
部

８
月
を
除
く
毎
月
、
第
２
木
曜
日
に
ふ

れ
あ
い
昼
食
会
を
実
施
。
こ
の
会
合
が
、

よ
り
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
見

守
り
の
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

「や
ま
び
こ
会
」
は
毎
月
定
例
会
を
開

く
と
と
も
に
、
研
修
会
等
に
も
参
加
し

学
習
を
重
ね
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
本
年
も
引
き
続
き

「ふ

れ
あ
い
喫
茶
」
、
毎
週
火
曜
日
の

「ら

ぽ
ー
と
喫
茶
」、
ひ
ま
わ
り
配
食
サ
ー

ビ
ス
へ
の
支
援
、
カ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
推
進
し
ま
す
。

＊
防
災
福
祉
部

防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
制
の
一
層

の
充
実
を
は
か
り
、
防
災
訓
練

（９
月

11
日
）
や
啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
地
域
防

災
に
努
め
ま
す
。

＊
交
流
部

「し
あ
わ
せ
く
ら
ぶ
」
が
中
心
と
な
っ

て
町
内
外
や
世
代
間
相
互
の
理
解
を
深

め
交
流
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
、
芸
術
祭
、
餅
つ
き
、
わ
ら

細
工
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
学
校

行
事
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

＊
文
化
部

盆
踊
り
大
会

（フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
８
月

15
日
）
、
大
沢
の
里
ふ
れ
あ
い
運
動
会

（
９
月
24
日
）
、
町
民
芸
術
祭

（大
沢

校
10
月
29
日
～
30
日
）
の
開
催
予
定

で
す
。
町
民
の
皆
様
が
楽
し
め
る
よ
う

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
体
育
部

町
民
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
目
的

に
、
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
共
催
、
市
民

救
命
士
講
習
会
、
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
支
援
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
実
施
、
北
区
ふ
れ
あ
い
綱
引
き

大
会
の
参
加
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
広
報
部

引
き
続
き

「光
山
だ
よ
り
」
「月
間
予

定
表
」
の
発
行
、
加
え
て
５
町
広
報
誌

「ま
ち
ふ
れ
ん
ず
」
の
編
集
参
加
も
し

て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
部
会
と
広
報
と
し
て
の
協
力
体
制
を

取
り
、
Ｈ
Ｐ
の
持
つ
即
時
性
と
広
報
紙

の
記
録
的
価
値
と
、
相
互
に
意
見
交
換

で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
今
年
度

の
目
標
で
す
。

そ
の
他
、
大
沢
っ
子
応
援
団
の
支
援

活
動
、
学
校
園

・
児
童
館
行
事

へ
の
積

極
的
参
加
の
推
進
。

婦
人
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
昼
食
、
公

民
館
、
バ
ス
停
等
の
清
掃
、
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
ハ
ミ
ン
グ
広
場
と
連
絡
所

前
の
花
の
世
話
な
ど
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

ふ
れ
あ
い
コ
メ
づ
く
り
ひ
ろ
ば

泥
田
の
中
で
…
田
植
え
に
挑
戦

〝都
市
と
の
交
流
…
大
沢
体
験
の
場
づ

く
り
〟
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
15
家
族

44
名
の
参
加
者
を
得
て
、
６
月
11
日

（土
）
フ
ル
ー
ツ

・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

の
近
く
の
田
で

「ふ
れ
あ
い
コ
メ
づ
く

り
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
る
人
は
、
は
だ
し
で
…
ま
た
、
あ

る
人
は
、
靴
下
を
履
い
た
ま
ま
で
泥
の

田
に
入
り
、
親
子
皆
で
意
気
を
合
わ
せ

て
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
近
隣
上
津
台
か
ら
多
く

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
田
植
え
に
参
加
し
て
、

体
験
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
交
流
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

秋
に
は
、
き
っ
と
お

い
し
い
お
米
…

〝
お

お
ぞ
う
そ
だ
ち
〟
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
収
穫
と
再
会

を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
…
。
（大
家
重
明
）
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大
沢
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
総
会

（高
山
壽
和
）

本
年
度
も
夜
間
体
育
館
、
休
日
運
動

場
、
の
び
の
び
プ
ー
ル
、
市
民
図
書
、

の
び
の
び
広
場
事
業
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
中

西
へ
お
願
い
し
ま
す
。
（954

‐
0010
）

特
に
プ
ー
ル
開
放
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
始
め

町
内
多
数
の
指
導
員
様
の
ご
協
力
を
得
、

開
催
し
ま
す
の
で
、
帰
省
中
の
お
孫
さ

ん
も
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
ま
せ
。
但

し
、
小
２
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
幼
稚

園
以
下
は
保
護
者
と

一
緒
に
お
入
り
下

さ
い
。

開
放
日
は
７
月
16
、
23
、
27
、
28
、

29
、
30
日
、
８
月
１
、
２
、
３
、
４
日

午
前
10
時
～
12
時
で
す
。
中
止
の
時

は
給
食
配
膳
室
外
の
窓
枠
に

「プ
ー
ル

中
止
」
と
表
示
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
お
お
ぞ
う
☆
光
☆

み
ら
い
に
は
本
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
に
入
会
頂
い
て
ま
す
。
30
代
、

40
代
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
併
せ
て
中
西
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

（中
西
晴
美
）

去
る
６
月
６
日
に
各
種
団
体
の
委
員

出
席
の
も
と
28
年
度
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
事
業
計
画
と
予
算

・
役
員
体
制

が
承
認
さ
れ
、
新
事
業
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
地
区
体
協
の
目
的
で
あ

る
地
域
住
民
の
福
祉
の
充
実
を
は
か
る

た
め
に
各
団
体
の
活
動
に
対
し
て
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
福
祉
を
支

え
る
財
源
の
ほ
と
ん
ど
は
皆
様
の
善
意

の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
す
。

総
会
で
は
、
事
業
の
一
部
を
見
直
し

て
は
ど
う
か
？

と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
次
年
度
の
総
会
に
む
け

て
検
討
委
員
会
で
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

４
月
に
熊
本

・
大
分
地
方
で
発
生
し

た
地
震
災
害
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
の
救
援
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
10
万
円
を
超

え
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募

金
は
全
額
被
災
地
に
届
け
ま
す
。

尚
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員

（三

役
）
は
次
の
通
り
で
す
。
（乗
井
幹
雄
）

◇
会

長

乗
井

幹
雄

（再
）

◇
副
会
長

高
山

壽
和

（再
）

大
家

陽
子

（再
）

◇
会

計

乗
池
め
ぐ
み

（再
）

ヨ
ガ
教
室

に
参
加
し

ま
せ
ん
か

「ら
ぽ
ー
と
」
で
は
月
１
回

講
師
を
呼
ん
で
、
百
歳
館
で
ヨ
ガ
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
独
特
の
ポ
ー
ズ

と
呼
吸
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
体
を

動
か
す
こ
と
で
、
血
流
の
循
環
が
良
く

な
り
、
自
律
神
経
の
活
動
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
普
段
使
わ
れ
な
い
筋

肉
を
刺
激
す
る
と
同
時
に
腹
式
呼
吸
で

全
身
に
く
ま
な
く
酸
素
が
行
き
渡
る
よ

う
に
深
く
呼
吸
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
身
体
の
一
つ
一
つ
の
細
胞
が
活
性
化

さ
れ
身
体
が
軽
く
な
り
ま
す
。
最
後
の

休
み
の
ポ
ー
ズ

「
シ
ャ
バ
ア
ー
サ
ナ
」

で
は
、
心
も
体
も
休
ま
り
思
わ
ず
眠
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
月
に

一
度
、
心
と
体

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

（山
口
伊
久
）

７
／
１

民
生
定
例
会

や
ま
び
こ
会
定
例
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
委
員
会

７
／
４

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

７
／
８

神
戸
市
市
民
健
診

市
民
救
命
士
講
習
会

７
／
12

婦
人
会
定
例
役
員
会

７
／
13

婦
人
市
政
懇
談
会

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
会
議

７
／
14

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

７
／
16

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
祭
り

７
／
20

青
少
年
育
成
委
員
会

７
／
21

自
治
連
合
会
役
員
会

７
／
24

ヨ
ガ
教
室

（ら
ぽ
～
と
）

大
沢
町
ク
リ
ー
ン
作
戦

（４）こうさんだより 平成２８年６月号 第５２８号

咲
き
の
ぼ
る
順
序
違
え
ず
立
葵

昭

で
で
虫
の
上
り
き
った
る
ひ
と
思
案

純

子

立
葵
孔
雀
の
背
よ
り
高
々
と

三
恵
子

日
和
日
に
植
え
終
り
し
て
青
田
か
な

た
み
ゑ

不
具
合
の
ふ
え
ゆ
く
わ
が
身
梅
雨
に
入
る

澄

子

水
無
月
や
川
の
流
れ
も
木
の
影
に

ち

が

老
人
会
卓
に
は
見
事
花
菖
蒲

正

子

朝
畑
に
夏
の
風
受
け
深
呼
吸

秀

子

水
無
月
や
里
に
は
翠
あ
ふ
れ
た
り

弘

枝

行

事

予
定

町
民
の
動
き

お
め
で
た

６
／
１

蒲
池
雄
介
さ
ん

山
本
真
紀
さ
ん
と

俳
句

お
知
ら
せ

大
沢
校
学
校
開
放
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

絵

：
荒
堀
み
ち
子

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
総
会



「楽
し
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
。
来

年
も
ま
た
来
る

で
」。

昨
年
、

閉
会
式
後
に
参
加

者
か
ら
口
々
に
出

た
言
葉
で
し
た
。

こ
の
言
葉
を
励
み
に
、
実
行
委
員
会
は

今
年
も
大
会
の
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。
阪
神
間
か
ら
１
０
０
０
人
以
上

の
参
加
を
み
る
こ
の
大
会
、
大
沢
町
の

自
然
を
愛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、

「手
作
り
の
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
自
然
豊

か
な
大
沢
町
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
と
と
も

に
、
新
鮮
な
地
元
農
産
物
の
紹
介

・
販

売
と
、
年
を
追
う
ご
と
に
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

今
年
も
、
岡
口
神
戸
市
副
市
長
の
始

球
式
の
あ
と
、
賑
や
か
に
プ
レ
ー
ボ
ー

ル
開
始
の
予
定
で
す
。
７
月
31
日
は
、

町
内
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、

熱
い
声
援
を
送
る
と
と
も
に
、
若
者
た

ち
が
、
泥
と
戯
れ
る
よ
う
に
楽
し
ん
で

プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
で
、
暑
い
夏
を
、

さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（実
行
委
員
長

高
山
壽
和
）

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
会
議

今
年
度
も
。
大
沢
町
活
性
化
に
向
け

た
多
く
の
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
関
連
の
各
種
活
動
を
共
有
で
き

る
よ
う
に
、
７
月
13
日

（水
）
に
各
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
に
よ
る
会
議
を
開
催
し

ま
す
。

希
少
生
物
保
全

へ
の
取
組

先
月
号
に
て
掲
載
し

て
お
り
ま
し
た

「生

物
多
様
性
保
全
に
向

け
た
取
組
」
の
調
整

会
議
が
、
た
め
池
所

有
者
参
加
の
も
と
20

日
に
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
地
域
事
務

局
内
に
、
自
治
連
合
会
、
地
域
事
務
局
、

た
め
池
所
有
者
，
保
全
活
動
団
体
か
ら

な
る

「大
沢
町
の
自
然
と
共
存
す
る
会
」

を
組
織
し
、
行
政
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
な
が
ら
、
随
時
調
査
と
維
持

管
理
を
行
う
活
動
に
加
え
て
、
看
板
の

設
置
な
ど
も
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

初
期
活
動
に
必
要
と
な
る
費
用
に
対
し

て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活
動
助
成

へ
の
申
請
を
準
備
中
で
す
。
日
常
の
た

め
池
管
理
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
る

多
く
の
動
植
物
が
、
特
定
の

「た
め
池
」

な
ど
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
所

有
者
が
負
担
に
な
ら
な
い
管
理
方
法
と

し
、
基
本
的
に
は
現
在
の
状
態
を
維
持

さ
せ
る
事
が
大
切
で
、
従
来
の
管
理
お

よ
び
利
用
方
法
で
良
い
よ
う
で
す
。

自
然
豊
か
な
町
と
し
て
、

「道
の
駅
」

な
ど
へ
の
ア
ピ
ー
ル
看
板
設
置
な
ど
で

大
沢
町
を
広
く
全
国
に
紹
介
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
よ
い
の
で
す
が
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
季
節
で
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
７
月
よ
り
町
内
８
施
設
に

て

「ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
狩
り
」
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
６
月
30
日

（木
）
に

は
ラ
ン
チ
と
ス
イ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

７
月
９
日

（土
）
に
は
上
津
台
の
温
泉

施
設
に
て
、
地
元
野
菜
の
直
売
を
兼
ね

た
試
食
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

７
月
31
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す

「ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
神
戸
大
会
」

を
応
援
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
元
気
い
っ

ぱ
い
の
若
者
た
ち
が
、
ル
ー
ル
の
下
で

真
剣
に
遊
ぶ
姿
は
あ

る
種
の
感
動
を
覚
え

ま
す
よ
。
大
沢
町
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。

（２）こうさんだより 平成２８年６月号 第５２８号

大沢町地域

事務局

掲示板

7.31

【18
歳
か
ら

投
票
へ
行
こ
う
】

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
選

挙
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
７
月
11

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

投
票
日:

平
成
28
年
７
月
10
日(

日)

午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
所:

大
沢
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

投
票
日
に
予
定
が
あ

っ
て
行
け
な

い
方
の
た
め
に
は
、
６
月
23
日(

木)

か
ら
期
日
前
投
票
が
可
能
で
す
。

大
沢
連
絡
所
で
の
期
日
前
投
票

：

6
月
23
日(

木)

～
7
月
9
日(

土)

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出
情
報(

地
域
事
務
局)

】

地
域
事
務
局
で
は
、
大
沢
町
に
関

す
る
映
像
記
録
等
を
広
く
町
民
の
皆

様
に
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
お
す
す

め
は
、
平
成
27
年
度
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
神
戸
大
会
、
昭
和
56
年
消
防

出
初
式
に
お
け
る
大
沢
支
団
に
よ
る

ポ
ン
プ
操
法
模
範
演
技
で
す
。

貸
出
は
大
沢
連
絡
所
ま
で
。

５
月
23
日
か
ら
二
年
生
は
ト
ラ
イ

や
る

・
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
池
鍋
塗
装
、
大
沢
児
童
館
、

大
沢
幼
稚
園
、
フ
ル
ー
ツ
ピ
ア
、
「ら

ぽ
ー
と
」
内
保
育
室

「ち
か
ら
」
の
町

内
各
事
業
所
に
加
え
て
、
イ
オ
ン
神
戸

北
店
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
っ
た
１
週
間
と
は
い
え
、
教
室
を

離
れ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る

と
い
う
経
験
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

緊
張
と
不
安
の
連
続
で
あ
っ
た
と
同
時

に
、
社
会
の
厳
し
さ
や
中
学
生
を
見
守

る
地
域
の
優
し
さ
に
も
触
れ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
25
日
か
ら
３
日
間
、
中
学
三

年
生
は
静
岡

・
東
京
方
面
に
修
学
旅
行

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１
日
目

富
士
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
。

近
く
に
見
え
た
雄
大
な
富
士
山
の
姿
や
、

動
物
を
間
近
に
見
て
触
っ
た
り
、
エ
サ

や
り
体
験
を
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
、

大
沢
と
は
違
う
自
然
を
味
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

２
日
目

朝
か
ら
東
京

へ
。
電
車
の

中
、
街
中
の
人
の
多
さ
、
建
物
の
高
さ

に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
都
庁
、
日
本
科

学
未
来
館
、
浅
草
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を

巡
り
、
都
会
を
満
喫
し
ま
し
た
。

３
日
目

平
和
祈
念
展
示
資
料
館
、

東
京
タ
ワ
ー
、
江
戸
東
京
博
物
館
。
今

や
大
都
会
東
京
の
、
今
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
修
学
旅
行
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
携
わ
っ
て
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
米
に
な
ー
れ

６
年

小
林
壱
成

１
年
生
の
小
渕
さ
ん
と

一
緒
に
田
植

え
を
し
ま
し
た
。
学
校
で
の
田
植
え
は

今
年
で
最
後
で
す
。
田
ん
ぼ
に
入
っ
た

時
は
、
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

苗
を
植
え
る
時
は
、
服
が
よ
ご
れ
な
い

か
心
配
で
し
た
。
苗
を
え
ん
ぴ
つ
持
ち

で
植
え
ま
し
た
。
は
じ
め
は
上
手
に
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
最
後
の
方

は
上
手
に
で
き
ま
し
た
。
１
年
生
の
小

渕
さ
ん
は
と
て
も
上
手
で
し
た
。
植
え

終
わ
っ
て
、
田
ん
ぼ
か
ら
出
た
時
に
足

が
ド
ロ
ド
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
固
ま
っ

て
手
首
や
足
の
指
が
動
か
し
に
く
か
っ

た
で
す
。
苗
が
大
き
く
成
長
し
て
、
お

い
し
い
米
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

み
ん
な
で
協
力

６
年

仲
前
佳
穂

田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の

田
植
え
は
気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。
理

由
は
小
学
校
生
活
最
後
の
田
植
え
で
あ

り
、
そ
れ
に
１
年
生
の
い
い
手
本
に
な

ら
な
い
と
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
私
が
こ
の
田
植
え
で
心
に

残
っ
た
の
は
、
１
年
生
の
小
渕
さ
ん
と

楽
し
く
で
き
た
こ
と
で
す
。
み
ん
な
で

助
け
合
い
な
が
ら
す
る
こ
と
も
で
き
た

の
で
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
植
え
つ
け
が
終
わ
り
田
を
見
て
み

る
と
き
れ
い
に
植
え
ら
れ
て
い
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
最
後
だ
け
ど
楽
し
く

て
、
達
成
感
の
あ
っ
た
田
植
え
で
し
た
。

（３）こうさんだより 平成２８年６月号 第５２８号

ト
ラ
イ
や
る
・ウ
ィ
ー
ク

修
学
旅
行

小学校
田植え

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

来
る
７
月
９
日

（土
）
午
後
４
時

か
ら
８
時
ま
で
、
上
津
台

の
温
泉

「天
然
湧
湯

吟
湯

湯
治
聚
落
」
で
、

大
沢
町
と
温
泉
周
辺
の
皆
様
と
の
交

流
を
計
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

大
沢
町
側
か
ら

「大
沢
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
」
、

「お
も
し
ろ
市
場
」
、

「
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
研
究
会
」
に
よ
る
野

菜
等
の
対
面
販
売
や
、
焼
き
と
う
も

ろ
こ
し
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
の
販

売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
温
泉

は
最
近
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
広
い

敷
地
で
泉
質
も
良
く
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

か
ら
の
帰
り
客
に
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。
梅
雨
時
期
の
蒸
し
暑
い
中
、
皆

様
も
汗
を
流
し
が
て
ら
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（お
い
し
い
大
沢
Ｐ
Ｊ

藤
本
喜
郎
）


